
オンラインで学ぶ効率性も改めて感
じました。
――今回の研修は主に英語で行わ
れました。
山田　受講者には、海外留学、海
外赴任経験者の方もおられましたが、
そうではない方もいました。今回の
形式は、事前に予習ができたので、
よくわからなければ何回も見直すこ
ともできます。ビジネスレベル手前
の英語力でも大丈夫かなという印象
です。
――研修で学ばれたことを通じて、
一橋大学でアクションにつなげた
いと感じたことはありますか。
山田　2点ほど個人的に考えていま
す。１つ目は、最初に述べたイェー
ル大学の戦略性です。一橋大学は
社会科学のみの大学なので、より特
長や強みを強く打ち出す必要性を従
来から考えていましたが、イェール
大学のように、大胆な戦略性をとる
ことができるのか。一橋大学も指定
国立大学に選定されて、その際に戦
略的分野を伸ばすということで着実
に実行していますが、さらにもう一
歩押し出せないかなと思います。
　もう１点は、イェール大学に限ら
ず米国の大学教育にみられる特長で

イェール大学から学ぶ戦略性と
リベラルアーツ教育

――研修の印象についてお聞かせ
ください。
山田　「イェールプログラム」は、米
国の大学全般ではなく、一つの大学
を取り上げ、深掘りして実態をこと
細かく伝えてくれました。
　この手法から得るところは非常に
大きかったですね。日本の大学との
違いは色々ありますが、イェール大
学に関しては、「イェールウェイ（イ
ェール流）」という言葉が印象的で
した。イェールの教職員や卒業生が
中心となり、価値観を共有して、イ
ェールらしさを伸ばしていく気質は、
むしろ日本の大学と通じるところがあ
ったと思います。
――イェール大学から特に学ぶべ
き点は何でしょうか。
山田　思い切った戦略性が印象に
残りました。イェール大学は、生命
科学（バイオロジカル・サイエンス）
等を重点的に伸ばす方向で戦略を

　 内 閣 府 大 学 支 援フォーラム
PEAKSでは、大学の経営課題や解
決策等について、産学官での具体的
議論、大学経営層の育成等に示唆
を得ることを目的に、2021年1月
30日から3月4日まで、米国イェー
ル大学と共同開発した「イェール大
学プログラム」を実施した。
　本プログラムは、「国内事前研修」
と「イェールプログラム」の2部構成。
現地開催を想定していたが、コロナ
禍により双方オンライン開催となっ
た。
　「イェールプログラム」では、イェ
ール大学学長をはじめ講師によるデ
ィスカッションやライブ講義、事前
学習用のオンデマンドプログラムを
展開。産業界、大学教職員、官庁
から28名が参加した。
　参加者の一橋大学副学長の山田
敦氏と、東北大学大学院 工学研究
科長補佐・総長特別補佐の高村仁
氏、大阪府立大学国際交流担当課
長の栗林知美氏から、プログラムの
印象等を聞いた。

すが、リベラルアーツ教育です。
　イェール大学クラスの米国流リベ
ラルアーツは文理融合の究極の形と
常々思っていましたが、今回の研修
で再認識しました。特に学部教育で
す。入学して何を専攻するかは自由。
医学から法律、ピアノまで自由に選
べる選択肢の広さです。ですから、
ピアノを専攻しながら医者になる人
がいる。しかも片手間でなくて、ダ
ブルメジャーです。
　一橋大学は2023年度に、ソー
シャル・データサイエンス学部の新
設を予定しています。また東京医科
歯科大学、東京工業大学、東京外
国語大学と組んで、一橋大学の学
生が医学や理工系を学べる、文理
融合の取組みを進めています。これ
をさらに進めて、大学連携でダブル
メジャーができると、医学生が一橋
大学で経済を勉強し、医療経済の
専門家になるとか、経営学を勉強し
て病院経営のプロになるといったこ
とも期待できます。イェール大学の
リベラルアーツ教育を見ると、日本
が大学連携でダブルメジャーを進め
る意義をひしひしと感じました。
――次回の受講を検討する方に
メッセージをお願いします。
山田　非常に体系化されたレクチャ
ーシリーズだったと思います。日本
の大学の現状・課題から、米国の
大学やイェール大学の事例でも大学
の組織から財務、教育、研究の面
まで多面的だったので、それらが上
手く一つのパッケージになっている。
よく体系化されたプログラムだったと
思います。これから受講を考える方
には、受講をお勧めします。

大学のあるべき姿や
今後の戦略性を考えるよい機会

――研修で印象に残った点などに
ついてお聞かせください。
高村　米国と日本の大学は、色々な
面で当然違いますし、それぞれの良
さがあります。その違いは何か、今
回のプログラムでは意識して聞いて
いました。また、イェールプログラム
では、イェール大学のピーター・サ
ロベイ学長の講義で、「この時はこ
んな判断をくだした」といった具体
的な経験談も聞けました。そこで感
じたことは、イェール大学のようなト
ップ大学は、学長の強大な権限を基
に、強いトップダウンで大学を運営
していると思いがちですが、結構ボ
トムアップ的な手法を取り入れた大
学運営だったことが印象的でした。
　イェール大学は、５つの重点項目
を明確に打ち出しています。それを
決める時は、学部から意見を吸い上
げており、日本の大学に近いスキー
ムでした。ただ大きく異なる点があ
ります。
　研究者は自分の研究や学問領域
を重視しがちですが、イェール大学
では、自分の研究分野を除いた上で、
今後社会的インパクトをイェール大
学として創造できるとしたらどの分野
か、という形で意見集約したという
点 で す。 意 思 決 定（decis ion 
making）をフェアな形でボトムアッ
プ的に決めていくのだなという印象
が強く残っています。
　また、教員採用やカリキュラムな
どは学部、教員組織の専決に近い
形で任せている一方で、大学の人的

決めて、そこに迷わず徹底的に資源
をつぎ込んでいます。世界大学ラン
キングでも上位の常連ですから、ど
の分野も強いイメージがあります。
　また、他の上位大学も幅広い分
野で競争しているイメージを持たれ
がちですが、実際はトップ大学でも
大分偏りがあります。例えばMITは
物理学やエンジニアリングに偏って
いるように。こうした自らの強みを徹
底的に強くする戦略性。弱点を補う
発想ではなく、強みを伸ばそうとす
るイェール大学の姿勢は、日本の大
学も学ぶべき点だと感じました。
――今回はコロナ禍でオンライン
開催となりました。オンラインの
利点はいかがだったでしょうか。
山田　オンデマンドで予習と復習が
できること。これは大変ありがたか
ったですね。事前に見ておくから、
当日の話も非常によくわかります。
　イェールプログラムの時間帯は午
前中の仕事前だったので、朝早くオ
フィスに来て、勉強してから日常が
始まる。このスタイルは良かったです。

大学経営層育成の独自プログラム
イェール大学の戦略性を学ぶ

内閣府 大学支援フォーラムPEAKSは大学の経営課題や解決策等について、産学官での具体的議論、
大学経営層の育成等に更なる示唆を得ることを目的に米・イェール大学と共同でオリジナルプログラム

「イェール大学プログラム」を開発。昨年度の受講者から、その内容と効果等を伺った。
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勉強になりました。短期間の研修に
も関わらず、自分の中ではプロジェク
ト的な学びができた研修だったと思
います。
――研修で自分の中に残ったもの
とは何でしょうか。
栗林　イェールプログラムでは、産
学官連携、アントレプレナーシップ
教育などの話題がたくさん出ました。
　大阪府立大学は、2022年4月に、
大阪市立大学と統合して新大学（大
阪公立大学）を開学する予定で、イ
ェールプログラムでの学びに関連す
るものとして、現在、「イノベーショ
ンアカデミー構想」が進められてい
ます。産学官の協創活動を推進する
拠点（リビングラボ）を作り、そこ
で社会課題や研究課題解決の場を
提供したり、人材育成やスタートア
ップ育成などに取り組むものです。
　この研修に参加したことで、その
意義をしっかりと理解することがで
き、より広い視野で大学を見ること
ができるようになったと思います。
　また、研修中は、受講者の皆さん
とイェール大学の講師陣のディスカ
ッションから学ぶことも多かったです。
大学全体の利益を最優先に考えた
大学運営はどう実現できるかなど、

して大学をよくしたいというスタンス
で参加されている。そうした意味で、
産学で基本的なコンセンサスはある
と感じました。
　経営層の参加者の方も積極的に、
色々質問されていました。スタート
アップの話だと、大学人は起業をど
う増やせるかといった点で質問しま
すが、産業界の方は、エグジット

（投資資金回収）の部分やベンチャ
ーキャピタルが投資する判断基準は
どうなのかとか、産業界ならではの
質疑は、視点の違いを知ることがで
きて、勉強になりました。
――研修を体験して得た学びから
今後、実行したいアクションはあ
りますか。
高村　私は大学の評価関係の業務
に携わっていますので、まずは今回
の研修内容を執行部に報告しました。
また、本学でも、人材や外部資金
の獲得、ガバナンスの在り方等を議
論する大学改革のワーキングがいく
つか立ち上がっているので、そうし
たところにもこのプログラムで学んだ
こと、大学として考えるべきことを報
告して情報共有をしました。
　私自身は執行部の人間ではありま
せんが、個人的な興味は大学の評
価の在り方です。特に教員評価など、
きちんと理論立てて大学の中で定義
づけていきたいと思います。
――次回の受講を検討する方に
メッセージをお願いします。
高村　色 と々得るものは多いプログ
ラムだったので少しでも興味がある
人は受講した方がいいですね。何よ
り事前研修が非常に重要です。日本
の大学が置かれている現状をはじめ、

資源を含めたリソース配分の意思決
定は厳格に経営側、つまり執行部
が担う。その役割分担の明確さは日
本の大学との違いだと感じましたね。
　非常に意思決定の原理原則がクリ
アで、大学の資源の配分も大学のビ
ジョンに適うか否かというシンプルな
判定を常にしています。大学のミッ
ション、ビジョン、ゴールと常にあっ
ているかでインセンティブを調整する。
ミッションとの整合性を非常に大事
にしています。このぶれなさ、理念
の共有を大事にする姿勢は学ぶとこ
ろが多いなと感じました。
――今回の研修は産業界の方も参
加されました。産業界の方との交
流はありましたか？
高村　リモートでの事前研修の後に、
オンラインでの懇親会がありました。
この懇親会で意見交換できたのはよ
かったですね。
　産業界と大学の関係性を考えた
時、産業界からは大学が優れた人
材を輩出しないからと、逆に大学は
企業が博士人材を採用しないから博
士志望者が減るんだとか、セクター
間の対立を想像しがちですが、研修
に参加された産業界の方は、根本と

自分より一段高いトップマネジメント
の目線を見られたことは研修を受講
して得られた大きな成果です。
――研修で得たことが大学へのア
クションに何か繋がりましたか。
栗林　大学が改革やシフトチェンジ
をするとき、大学職員はどう考え方
を変えればいいのか、また、トップ
マネジメントと現場をつなぐ管理職
は、進むべき方向を現場の職員にど
う示せばいいのかをより深く考えるよ
うになりました。
　大学の業務は細分化されています
が、それぞれの業務は他部門とつな
がっています。私たち現場の職員が、
一段上の視野で大学を見られるよう
になるためには、自分自身の専門性
を深めながら大学全体に常にアンテ
ナを張ることが大事だと考えるように
なりました。
　それ以降、職場の皆さんには、担
当業務に関わらず、大学運営や他部
門のテーマの研修への参加を勧める
ようになりました。参加した研修に
ついての情報のシェアも積極的に行
うようになったと思います。
――学内での報告がミッションと
のことでした。
栗林　レポートに加えて、学長や大
学執行部の先生方に会議で報告を
しました。
　全13回あったイェールプログラム
は、資料の二次利用などが禁止され
ていたので、エッセンスとして、イェ
ール大学では、研究資金を外部か
ら獲得するための様々なサポート体
制が整っており、大学が企業や卒業
生と協力して、学生の起業家マイン
ドを醸成する文化を作っていること

を、事例をあげて紹介しました。
　これからの日本の大学に求められ
る教育スタイルだと感じています。ま
た、その中で、大学職員はどういう
立ち位置を目指したら良いかについ
て、自身の考えも報告しました。
――今回の研修は産業界の方も参
加されました。
栗林　教育は長期的な投資であり、
すぐに成果を数字で出せるものでは
ないと私たち教育業界の者は考えが
ちです。一方で、参加された産業界
の方々からは、成果をどう数値化し、
効果をどう客観的に測るのかといっ
た発言がよく出ていたと思います。
数字に敏感に、シビアな意識をもっ
て、大学運営、経営を考えないとい
けないと感じました。
――次回の受講を検討する方に
メッセージをお願いします。
栗林　私自身は、この研修プログラ
ムのことを知りすぐに参加を希望しま
した。少しでも興味があればぜひ受
講をお勧めします。大学のトップマ
ネジメントの役割を担う方々の視点
を学べることは、大学職員にとって
非常によいチャンスだと思います。
　特に、私と同じように現場をまと
める管理職の方は、大学の経営陣
が考えていることを現場へ伝えるパ
イプ役なので、受講する意義は大き
いと感じます。 ■

会計基準や大学の評価とか、それな
りに知っているつもりでも体系的にレ
クチャーを受けることは、大学の中
でもなかったので、とても勉強にな
りました。
　大学人の参加者も、経営層であ
る副学長、理事が多く参加されてい
ました。日々の課題に追われてしま
いがちですが、産学官の受講者の方
たちが、同じ課題意識をもっていて、
産業界の視点や考え方もわかる。
様々な人達とも会えますし、改めて、
大学のあるべき姿や、日本の大学が
とるべき戦略について考えるよい機
会だと思います。

研修を通じて一段上の視野で
大学を見ることの重要性を意識

――大学職員として色々な研修を
受けてきたと思いますが、今回の
研修の感想をお聞かせください。
栗林　私にとっては大変なプログラ
ムでしたが、その分、研修が終わっ
てから何カ月たっても自分の中に残
るものがありました。
　今回は大学に報告するミッション
もあったので、参加が決まってから
は事前に提示された参考図書を10
冊ぐらい、読めるだけ読みました。
　イェールプログラムは産学官連携
をテーマにした内容が多くありまし
た。私自身は、産学官の業務を担当
していませんが、事前にオンデマン
ドプログラムで予習することで、本
番での受講を上手くカバーできたと
思います。
　研修は毎日ではなくインターバル
があったので、研修の合間に、気に
なるところを調べると、それがまた

内閣府 大学支援フォーラム PEAKS イェール大学プログラム

高村仁　東北大学大学院 
工学研究科長補佐・総長特別補佐 教授

栗林知美　大阪府立大学国際交流担当課長

　次回の本研修プログラムは 2022 年１月・２月
を目途に開催予定。公募開始は 2021 年 10 
月頃を予定している。「イェール大学プログラム」
の今年度の詳細や、昨年度の内容は URL 先
または QRコードを参照。

https://www8.cao.go.jp/
cstp/daigaku/peaks/kenshu.
html
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